
３学期は、新年度の“種まき”をしましょう！！              校長  内藤千春 

  ２０２６年の干支は「馬（午）年」。古来より馬は「力強さ」「前に進む」というイメージがあり、今年は６０

年に一度の太陽のように明るくエネルギッシュな丙午（ひのえうま）。つまり今年は明るくエネルギーに

満ちあふれ力強く前進する一年にするために、始業式にこんな話をしました。 

 

 12月は振り返りの時期ですが、みなさんに「頑張ったこと」これから「できるようになりたい

こと」をたくさんみつけられるように学園便りを通してお知らせしましたが、自分事で振り返り

ができると“芽”が育ち、自分の成長した姿がたくさん見つかります。これが、宝物となる。自分

事の“実＝成長の“実”になります。このたくさんの実の中で「もっとできる

ようになりたい」とか、「こうしていきたい」とか３学期は、考えていく期間です。次の学年

のための準備学期。“０学期”です。つまり、３学期は、新学期の“種まき”をする期間です。

具体的には、素敵な大人になるための作戦をたてる期間です。  

   

１年生～５年生の皆さんはそれぞれ上級生の背中を見て、憧れをもって、どんな人

になりたいか理想像をさがしてみましょう。６・７・8年生は学園のリーダーとして、

9年生からのバトンをもらい、みんなのために、そして自分の成長のために 

なりたい自分の“種”を温める、新学年にそなえる、そんな３学期にしましょう。 

 

最後に、９年生は、新しい場所

で花を咲かせられるように、最後

のラストスパートです。これまで、

９年生が、みんなをまとめ、たのし

い時間を過ごさせてくれた“憧れ

の９年生”みんな応援がしていま

すので、乗り越えてください。 

まとめの３学期を、すてきな人

になるために成長の“種”をたくさ

ん見つけていきましょう。 

 

 

鳥屋学園だより 
〈鳥屋学園の教育目標〉    【自律・見識・貢献】 

確かな知恵と知的探究心を基盤として、自ら学び主体的に考える力と     

たくましく生きる力を身につけた子どもを育成する。                         6.3                                 
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